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＜連絡事項＞

・本日、定期心電図実施しています。
・北病棟の部署懇談会は、9/28（火）17：15～再実施予定です。場所は3階サロンを使用します。
＜患者様連絡事項＞
・坂本　福子様～ピコスルファートNa3本処方となっています。
・十日市　利喜様～ピコスルファートNa3本処方となっています。
・松谷　さと子様～ヒアルロン酸ナトリウム点眼液4本処方となっています。
・戸賀沢　潔様～便秘時）アローゼン10回分処方。
・高田　マキ様～ご家族から荷物届いています。
・長谷川　陽一様～スマホの使用状況を主治医へ報告し、本日よりスマホの使用禁止となっています。

＜要注目患者様＞
・小笠原　文人様～奇異行動や独語はありませんが、歩行の不安定さを訴え車椅子使用しており、自力歩行を促しにも拒否しています。食事もホールに持って来てほしいと要求しており、依存傾向見られています。
・坂本　福子様～プログラムは拒否なく参加し日課の取り組みも問題ありません。病棟で過ごす際には午睡している様子が多く見られていますが、日課には支障ありません。
・立花　圭様～隣室者の独語に反応し、隣室のドアを閉める事があり口論となっています。対応の説明には頷いていますが、不満は継続して聞かれておりプログラムも不機嫌となり拒否見られています。午前中は自室のドアを閉めて過ごしている様子が見られていますが、午後からはホールで過ごし話し掛けも多いです。引き続き易刺激性を観察し、トラブルとならないよう適宜介入行っていきます。

・工藤　みず紀様～プログラムは拒否なく参加しており対応穏やかで、不調や不満の訴えはありません。自室で過ごしている際に大声での独語が聞かれており、他者から苦情も出ています。本人へも説明していますが返答は表面的で、独語の自制には繋がっていません。
・井上　和美様～昼食前に突然「腹の調子が悪いから、明日の朝まで何も食べない！」とスタッフへ怒鳴りつけています。易怒的となっている状態を振り返っていますが、「女の圧力に負けるから叫んでる」と訴え、説明にも妄想的です。以後は介入時には警戒している様子は見られていますが、食事以外拒否はなく対応穏やかです。
・若沢　理子様～10：00療養環境変更目的にて東病棟から転入しています。説明には頷きながら応じており、適度な他者交流も見られています。自室が分からなくなり他室侵入見られていますが、介入への拒否はありません。日用品の不足が多々あり、叔母に連絡し売店購入の許可頂いています。

・長谷川　陽一様～本人から入院費の明細書が欲しいと依頼あり。本人へ、入院費は引き落としなのか、窓口払いなのか確認していますが「わからない」と返答。医事へ確認すると昨日から数回の入電があったとの情報入っています。本人は架電の確認に、「どこにかけたとか、いつから電話しているとかそういう問題じゃない。スタッフが引き落としになっているとかはっきりと事前に言わないから確認したんでしょうが！」と怒り出す状態見られています。医事へはスタッフから依頼を掛けるため、自分で電話をする前にスタッフへ相談して頂きたかったことを説明。昨日から数回電話を架けており、他にも他者とスマホでやり取りしている状態は苦情にもつながる事や、以前叔父に必要以上の要求をしていた際に、今後はスタッフへ事前に相談すると約束したうえで使用再開となった事を振り返っていますが、「そういう問題じゃない！」と易怒的となり説明に聞き入れ出来ず。主治医へスマホの使用状況を報告。叔父へ連絡を入れる以外はスマホ使用禁止の指示受けています。
　　　　　　　　　また、身辺整理の際に床頭台からライター・爪切り・小林様の印鑑が出てきており、本人へ確認しますが印鑑の所在については話そうとせず。小林様からは北病棟にきてからペンケースを紛失しており、その中に印鑑が入っていたと情報受けています。今後は定期的に本人の荷物の確認も実施していく必要があります。

＜安ヶ平Dr診察情報＞
・滝田　英人様～本日、心臓が針に刺された様にチクチクする事の報告聞かれる。脈拍測定するが、脈拍のリズム不整あり。診察中、幻聴がある様で左右された発言が聞かれていた。指導として声のトーンを低くするよう伝えるが本日は聞こえていない様子。内服薬は同内容処方。
・長谷川　陽一様～便秘傾向の為、明日の就床前薬に臨時でセンノシド12mg2Tを1週間処方となり次回から定期薬となる。ピコスルファートＮａ2本処方となる。
・出河　攻様～診察時、問題が3つあるとの事。①義歯壊れた事で歯科予約しているが、　まだ順番が来ない事。義歯が完成しても食事形態は変更なく今までを望む②両耳の聞こえが良くない為、補聴器を作りたいとの事。特に体温計で測定中の鳴り音が聴こえない。③西病棟に転出したい。理由は気持ちを安らぎたいとの事。北では、気づかいを必要として落ち着けないと話す。転出は保留中とする。
・中川原　義雄様～診察時、主食のご飯が硬い為、主食をパンに変更したいと希望聞かれていた。現在の定期処方で便通も良い事を含め食事形態変更なく様子観察となる。足腰の痛みは続いている為、塗り薬を希望されている。フェルビナステック2本処方。
＜転入患者様情報＞
氏　名：若沢　理子様（わかさわ　りこ）
主病名：軽度知的障害・統合失調症
主治医：田名部Dr
入院形態：任意

【入院までの経過】
R元年8月頃より授業を拒否しトイレに籠り、苛々してペンで腕を引っ掻く自傷等が出現。同年10月には「誰かに見られている気がしてザワザワする」、「カーテンが顔に見えて怖くなる」との訴え、全身の強い疼痛、手足が勝手に動くなどの多様な症状が出現し、都度薬剤調整を行っていた。その後は再び全身疼痛等が再発、R2年の冬休み明けから、起床困難、職員から「邪魔だ」「どけ」と言われた等、幻聴もしくは被害妄想等も出現。R2.2.25八戸市立市民病院へ任意入院。状況依存的な衝動言動が認められ、時に自傷まがいの行動に至る事もあったが、徐々に精神症状は安定。施設職員への被害的言動は職員の面会があるたびに認められていた。R2.8.19同院を退院後に当院初診とうみねこ学園へ再入所となっている。

　R2.8.28準夜帯にてうみねこ学園より連絡あり。苛々感が強く、調子が悪そうであり、幻聴酷く、自傷行為や髪をぬく行為も見られている。頓服薬勧めるも拒否され、ており入院対応依頼の連絡が入っていた。夕食後薬と頓服薬服用を施設スタッフに伝え、再三促しにて服用後は落ち着く事出来ていた。R2.9.2当院外来受診。幻聴や監視されているという被害妄想が強くなり、拒絶やスタッフに対して攻撃性強くなっていた様子。受診時はベッドに横たわったままで絶えず身体を動かしながら独語あり。下肢に自傷行為の痕も見られている。主治医からの入院加療の説明には了解された為R2.9.2　13:19東病棟Aユニット8号室へ任意入院となる。
【入院後経過】
　入院当初は幻覚妄想状態著しく、症状に伴う不穏行動が目立っていた。ガラスを手で割ったり、柵の上に上がったり、スタッフに殴りかかろうとしたりと、疎通も困難な状態にあった。薬剤調整にて4月頃から落ち着きを見せ、不穏状態軽減していき疎通も徐々に改善。時折幻聴の訴えはあるものの頓服にて落ち着かれる程度。日常生活では余暇活動行えており、作業療法にも参加出来るまでになっている。

【退院計画】
・「うみねこ学園」は年齢的に退所となり現在は叔母宅へ住所を変更。
・退院先として施設を希望しているが、家族が対応困難な為退院支援は滞っている状態。
【キーパーソン】
・向井　圭子様（叔母・母の妹）：貴重品管理や手続きの協力は得られる
【皮膚科処置】
・両腕・背部：ヘパリン類似物質油性クリーム
・顔　：ロコイド軟膏
・右踵：ゲンタマイシン軟膏+ガーゼ保護
【IFオーダー】
・不穏・興奮・不眠時）リスペリドン内用液0.5ml　1P
・便秘時）ピコスルファートNa　10～15滴

【買い物】
・売店使用は2000円/月
・日用品は上限に関係なく購入可能
【ADL】
・自立しているが、食事はレストランへ移動した事はない
・入浴は洗い残しがあり、一部介助を要する

【備考】
・令和3年4月～生活保護受給
・転入時に1ヶ月程月経なし。他患者様にレイプされたと訴えている事もあり、月経の状態については要観察。
・9/24（金）午後に叔母が来院予定。現金5000円の持参と、面会を希望（15：00予約済）。
・服薬カレンダーは持参した現金で購入可能。
